
   

国立研究開発法人国立環境研究所動物実験委員会運営要領 
 

平成２６年２月７日 平２５要領第３号 
平成２７年４月１日 一部改正 
平成２９年３月３１日 一部改正 
令和元年７月５日 一部改正 
令和３年３月２３日 一部改正 
令和３年８月２日 一部改正 
 

（目的） 
第１条 国立研究開発法人国立環境研究所動物実験等実施規程（平２５規程第２号）（以下

「規程」という）第４章の規定に基づき設置される動物実験委員会の組織及び運営に関

わる必要な事項を定めることを目的とする。 
 
（委員会の構成） 
第２条 委員会は理事長が指名する次に掲げる委員をもって構成する。 

一 委員長 １名 
二 動物実験等に関して優れた識見を有する者 若干名 
三 実験動物に関して優れた識見を有する者 若干名 
四 その他の学識経験を有する者 若干名 

 
（委員長及び事務局） 
第３条 委員長は理事（研究担当）をもって充てる。 
２ 委員長は、委員のうちから副委員長を指名することができる。 
３ 委員長は、会務を総括し、委員会を代表する。 
４ 委員長に事故があるときは副委員長が、副委員長に事故があるときはあらかじめ委員

長が指名する委員が、その職務を代理する。 
５ 委員会の事務局は環境リスク・健康領域に置く。 
 
（委員会の開催、審議） 
第４条 委員会は、委員長が召集する。 
２ 委員会の議長は委員長とする。 
３ 委員会は、全委員の３分の２以上の出席をもって成立する。 
４ 委員長は、委員の中に、規程第７条の規定に基づき提出された動物実験計画の実験責

任者とされている者がいる場合であって、かつ当該計画に係る審議の公正性を確保する

上で必要であると認めるときは、当該者について当該計画書に係る委員会の審議に参加



   

させないことができる。 
 
（議事） 
第５条 委員会の議事は、出席委員（ただし、第４条第４項に基づき審議に参加させない

者を除く）の過半数により決し、可否同数の場合は委員長の決するところによる。 
２ 委員会の議事は記録として保管しなければならない。 
 
（書類審議） 
第６条 委員長は、適当と認める事項について、第５条の規定にかかわらず、書類による

審議（以下「書類審議」という。）とすることができる。 
２ 第１項の書類審議においては、全委員（第４条第４項の規定により審議に参加できな

い委員を除く。以下同じ）の合意により議を決するものとする。この場合において、全

委員の合意が得られなかったときは、第４条により会議を開催し、審議を行うものとす

る。 
３ 委員長は、第１項の書類審議を行ったときは、委員会の次の会議において、その結果

を報告しなければならない。 
 
（議事内容の公開） 
第７条 委員会の議事内容は公開する。ただし、公開することにより、個人情報、研究の

独創性、知的財産権の保護等に支障が生じるおそれがある場合には、その一部又は全部

を非公開とすることができる。 
 
（記録の保存） 
第８条 会議及び教育訓練の記録は、会議及び教育訓練終了後（動物実験計画の審査に係

るものについては、当該計画の終了後）５年間保存する。 
 
（守秘義務） 
第９条 委員長、副委員長及び委員は、職務上知り得た情報を漏らしてはならない。委員

長、副委員長又は委員を辞した後も同様とする。 
 
（分科会の設置） 
第１０条 規程第３０条の趣旨を踏まえ、規程第３条第５号に定める実験動物以外の動物

を使用する動物実験等について審査するため、委員会に実験動物以外の動物を対象とす

る調査研究等分科会を置く。 
２ 前項の分科会の運営に関する事項については別に定める。 
 



   

（雑則） 
第１１条 この要領に定めるもののほか、委員会の運営に関して必要な事項は、委員長が

委員会に諮って定める。 
 
附則 
この要領は、平成２６年２月７日から施行する。 
改正附則 
この要領は、平成２７年４月１日から施行する。 
改正附則 
この要領は、平成２９年９月１日から施行する。 
改正附則 
この要領は、令和元年７月５日から施行する。 
改正附則 
この要領は、令和３年４月１日から施行する。 
改正附則 
この要領は、令和３年８月２日から施行する。 
 
 


